
議会からのたより
第34号

　
第
１
回
定
例
会
を
３
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で

８
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、定
期
監
査
報

告
、平
成
30
年
度
町
政
執
行
方
針
、教
育
行
政

執
行
方
針
、各
会
計
予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、一般
質
問
は
、小
森
議
員
、寺

崎
議
員
の
２
名
が
行
い
、平
成
29
年
度
各
会
計

補
正
予
算
、条
例
の
制
定・一部
改
正
、副
町
長
の

選
任
、教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

審
議
し
、可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、平
成
30
年
度

各
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、予
算
審
査
特
別
委

員
会
に
付
託
し
、本
会
議
に
お
い
て
承
認
し
、３

月
14
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
平
成
29
年
度
定
期
監
査
報
告

◆
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
公
営
住
宅
建
設
工

事
の
設
計
変
更
に
よ
る
）

第
１
回
定
例
会

３
月
７
日
〜
14
日

◆
遠
別
町
保
健
福
祉
職
等
職
員
修
学
資
金
貸

付
及
び
就
労
奨
励
金
交
付
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
遠
別
町
税
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

◆
遠
別
町
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
多
世
代
拠
点
交

流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
遠
別
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

◆
遠
別
町
国
民
健
康
保
険
給
付
調
整
基
金
条

例
の一部
改
正
に
つ
い
て

◆
遠
別
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の一部
改
正
に

つ
い
て

◆
遠
別
町
介
護
保
険
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

◆
遠
別
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
　
外
関
連
条
例
の一部
改

正
３
件

◆
遠
別
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

一部
改
正
に
つ
い
て

【
一
般
会
計
】

・
遠
別
町
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
積
立
金

１
０
，
０
０
０
千
円
増

・
林
道
専
用
道
（
規
格
相
当
）
作
設
工
事

４
０
，
０
５
０
千
円
新
規

【
下
水
道
特
別
会
計
】

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
雨
水
管
渠
布
設

工
事
　
　
　
　
　
　
５
０
，
０
４
３
千
円
増

報
　
告

議会の主な動き
  (Ｈ30.２月～Ｈ30.4月まで）

主
な
審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

◆議会の主な動き　◆第１回議会定例会　◆町長からの行政報告
◆第２回議会臨時会　◆平成30年度各会計予算審査特別委員会
◆議員出席状況　◆あとがき

　　　　　発行：遠別町議会　　　　編集：議会報発行特別委員会

◆議会の主な動き　◆第１回議会定例会　◆町長からの行政報告
◆第２回議会臨時会　◆平成30年度各会計予算審査特別委員会
◆議員出席状況　◆あとがき

　　　　　発行：遠別町議会　　　　編集：議会報発行特別委員会

２月１日
第１回議員全員協議会開催
市町村長と市町村議会議長との意見交
換会出席のため議長苫前町に出張
２月１４日
第１回議会運営委員会開催
第２回議会全員協議会開催
第２回議会運営委員会開催
２月１５～１６日
北海道町村議会議員公務災害補償等組
合議会及び北海道町村議会議長会理事
会出席のため議長札幌市に出張
２月２３～２４日
北海道後期高齢者医療広域連合議会定
例会出席のため議長札幌市に出張
２月２６日
第３回議会全員協議会開催
２月２７日
留萌管内町村議会議長会臨時総会出席
のため議長羽幌町に出張
２月２８日
西天北五町議長連絡協議会に議長出席
３月１日
遠別農業高等学校第 65 回卒業証書授
与式に副議長出席
３月１２日
遠別中学校第 71 回卒業証書授与式に
副議長出席
３月１４日
第４回議会全員協議会開催
３月２１日
遠別小学校第 117 回卒業証書授与式に
議長出席
３月２９日
第５回議会全員協議会開催
４月５日
オロロン農業協同組合通常総代会に議
長出席
４月６日
遠別小学校入学式に副議長出席
遠別中学校入学式に副議長出席
４月１０日
遠別農業高等学校入学式に議長出席
４月１７日
第６回議会全員協議会開催
第２回議会報発行特別委員会開催
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◆
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

・
投
票
に
よ
る
採
決
が
行
わ
れ
、
富
士
原
栄
治

氏
（
61
歳
）
が
選
任
さ
れ
た
。

◆
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

・
投
票
に
よ
る
採
決
が
行
わ
れ
、
佐
藤
裕
昭
氏

（
60
歳
）
が
任
命
さ
れ
た
。

　
意
見
案
は
３
月
14
日
の
議
会
定
例
会
で
採

択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
た
。

◆
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正
に
お
け
る
新
た
な
一
般
職
非
常
勤
職

員
の
処
遇
改
善
と
雇
用
安
定
に
関
す
る
意

見
書
に
つ
い
て

提
出
者
　
寺
崎
邦
昭
議
員

賛
成
者
　
中
村
光
年
議
員
　
木
村
秀
雄
議
員

◆
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

の
受
け
入
れ
を
拒
否
す
る
決
議
に
つ
い
て

提
出
者
　
寺
崎
邦
昭
議
員

賛
成
者
　
中
村
光
年
議
員
　
木
村
秀
雄
議
員

　
第
２
回
臨
時
会
を
３
月
29
日
に
開
催
し
、

平
成
29
年
度
補
正
予
算
２
件
、
平
成
30
年
度

補
正
予
算
１
件
の
合
計
３
議
案
が
提
案
さ
れ
、

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
　
一
般
会
計
】

・
町
道
除
排
雪
業
務
委
託
料

８
３
，
８
７
７
千
円
増

【
平
成
30
年
度
　
一
般
会
計
】

・
学
校
給
食
配
送
業
務
委
託
料

１
，
６
１
７
千
円
新
規

主
な
補
正
予
算

同
　
意

意
見
案

決
議
案

第
２
回
臨
時
会 

３
月
29
日

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

多
世
代
拠
点
交
流
セ
ン
タ
ー
の

愛
称
決
定
に
つ
い
て

（
第
１
回
定
例
会
）

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
多
世
代
拠
点
交
流
セ

ン
タ
ー
が
町
民
の
皆
さ
ん
に
末
永
く
愛
さ
れ

る
と
と
も
に
高
齢
者
を
中
心
と
し
て
多
世

代
が
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
作
り
、

広
く
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
愛
称
を

町
民
の
方
々
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
10
件
の

応
募
が
あ
り
、
選
考
の
結
果
、
本
町
１
丁

目
　
伊
藤
亜
希
子
さ
ん
の
作
品
「
な
ご
ー

み
」
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
愛
称
の
募

集
に
つ
き
ま
し
て
は
、昨
年
12
月
発
行
の「
広

報
え
ん
べつ
」
に
応
募
用
紙
を
折
り
込
み
し
、

１
月
末
ま
で
に
受
付
を
行
い
、
２
月
13
日
に
、

副
町
長
を
委
員
長
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

長
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
、
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
、
総
務
課
長
、

福
祉
課
長
で
組
織
し
た
選
考
委
員
会
で
協

議
を
い
た
し
ま
し
た
。
短
い
言
葉
の
中
で
、

第
６
期
遠
別
町
総
合
計
画
基
本
計
画
の

テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
「
人
の
つ
な
が
り
か
ら

生
ま
れ
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
感
じ
取
ら
れ
、
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
発
音
が
容
易
で
、
や

さ
し
く
覚
え
や
す
い
語
調
の
愛
称
で
あ
り
、

と
て
も
好
感
が
持
て
る
も
の
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
オ
ー

プ
ン
時
に
は
、
伊
藤
亜
希
子
さ
ん
に
、
記

念
品
等
を
贈
呈
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

野
々
村
副
町
長
の
辞
任
に
つ
い
て

（
第
１
回
定
例
会
）

　
野
々
村
前
副
町
長
か
ら
昨
年
末
に
、
私

の
方
に
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
内
容
を
確

認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
平
成
30
年
３
月
６
日

付
け
に
て
辞
職
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
私
を
助
け
て
い
た
だ

い
て
、
副
町
長
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
こ
と
で
慰
留
を
し
た
の
で
す
が
、
本
人
の

辞
職
の
意
思
が
固
く
、
更
に
は
今
年
度
末

で
退
職
す
る
課
長
職
が
何
人
も
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
後
進
に
道
を
譲
る
と
い
う
強
い
思

い
の
中
で
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

慰
留
も
叶
わ
ず
、
結
果
的
に
辞
職
を
認
め
て
、

平
成
30
年
３
月
６
日
付
け
で
辞
職
を
し
た

と
い
う
経
過
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
遠
別
農
業
高
等
学
校

２
次
募
集
結
果
に
つ
い
て

（
第
２
回
臨
時
会
）

　
遠
別
農
業
高
等
学
校
の
２
次
募
集
の

出
願
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成
30
年
３
月
23

日
ま
で
行
わ
れ
、
１
名
の
出
願
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
平
成
30
年
度
の
入
学
予
定
者

は
26
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
第
１
回
定

例
会
で
教
育
委
員
会
か
ら
の
行
政
報
告
に

あ
り
ま
し
た
が
、
私
と
し
て
も
教
育
委
員

会
、
遠
別
農
業
高
等
学
校
教
育
振
興
会
、

遠
別
農
業
高
等
学
校
と
連
携
し
、
今
後

も
同
校
の
魅
力
と
遠
別
町
の
様
々
な
支
援

を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
生
徒
確
保
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

町
長
か
ら
の
行
政
報
告

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
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Ⅰ
　
遠
別
町
に
お
け
る
包
括

ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

Ｑ【
小
森
議
員
】　
昨
年
10
月
に
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
の
道
外
所
管
事
務
調
査

で
、
山
形
県
小
国
町
の
「
保
健
、
医
療
、

福
祉
、
介
護
の
一
元
化
」
施
設
の
視
察

調
査
を
行
っ
た
。
平
成
30
年
の
町
政
執

行
方
針
に
病
院
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

建
替
え
と
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
と
あ
る
。
ま
た
、「
遠
別
町
生
涯

活
躍
の
ま
ち
」
構
想
の
中
に
、「
仕
事
」

「
出
産
・
子
育
て
」「
医
療
・
福
祉
」
等
、

町
内
の
全
て
の
世
代
の
生
活
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
と
社
会
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ

い
て
一
体
的
に
整
備
を
進
め
る
と
あ
る
。

少
子
高
齢
化
は
人
口
推
移
予
測
に
お
い

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
労
働
世
代
が
減

少
の
中
、
雇
用
環
境
や
労
働
環
境
に
改

善
を
図
る
意
味
に
お
い
て
も
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
一
元
化
の
検
討

を
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
町
長
の

お
考
え
を
伺
う
。

Ａ【
笹
川
町
長
】　
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。
在
宅
療
養
で
は
「
治
す
医
療
」

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
人
ら
し
く
尊
厳
を

も
っ
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
「
支
え
る
医

療
・
介
護
」
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
こ

と
を
進
め
て
い
く
上
で
何
よ
り
必
要
な

の
は
、「
連
携
」
で
あ
り
、
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
間
に
お
け
る
医
療
・
介

護
な
ど
に
限
ら
な
い
「
生
活
全
般
を
基

盤
と
し
た
連
携
」
が
必
要
で
、
こ
の
連

携
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

町
民
同
士
や
多
世
代
の
繋
が
り
、
互
助

の
強
化
を
図
る
た
め
、
現
在
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
様
々
な
研
修

会
等
を
開
催
し
、住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
に
つ
い
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
包
括
ケ
ア
タ
ウ
ン
構

想
や
雇
用
及
び
労
働
環
境
の
改
善
や
保

健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
一
元
化
に

つ
い
て
は
、
役
場
を
中
心
と
し
て
１
・

５
㎞
以
内
に
各
種
の
施
設
が
あ
る
こ
と

か
ら
大
き
な
タ
ウ
ン
構
想
の
考
え
は
持

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
立

病
院
の
建
替
え
を
計
画
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
病
院
と
し
て
の
機
能
の
在
り
方
、

建
設
場
所
等
も
含
め
て
、
平
成
30
年
度

か
ら
２
カ
年
計
画
で
検
討
す
る
た
め
、

協
議
会
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ⅱ
　
若
い
世
代
と
の
町
づ
く
り

懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

Ｑ【
小
森
議
員
】　
す
べ
て
の
町
内
会
で

住
民
懇
談
会
を
開
催
し
、
町
民
の
声
を

行
政
の
取
り
組
み
と
し
て
進
め
た
政
策

が
数
多
く
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
懇

談
会
に
お
い
て
は
若
い
世
代
の
参
加
が

少
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
今
、
町
内
の

漁
協
青
年
部
、
商
工
青
年
部
、
農
協
青

年
部
が
合
同
の
「
青
年
部
連
携
地
域
活

性
化
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
イ

ベ
ン
ト
運
営
な
ど
に
多
種
多
様
の
協
力

を
し
て
い
る
。
若
い
世
代
が
町
に
対
し
、

様
々
な
思
い
を
描
き
、
夢
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
思
い
に
つ
い
て
膝

を
交
え
て
語
り
合
う
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
１
点
目
と
し
て
、
各
青
年

部
な
ど
、
若
い
世
代
と
の
懇
談
会
を
開

催
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

２
点
目
と
し
て
、
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
若
い
世
代
に
ア
ン
ケ
ー

ト
等
の
調
査
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ【
笹
川
町
長
】　
私
は
行
事
等
の
機
会

を
捉
え
て
、
行
政
に
対
す
る
町
民
の
皆

様
の
声
を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
本
町

に
お
け
る
各
種
施
策
等
の
状
況
に
つ
い

て
も
、
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
て
き
た
。

ま
た
、
過
去
２
回
実
施
し
た
町
民
懇
談

会
に
お
い
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
声
を

数
多
く
い
た
だ
き
、
施
策
に
反
映
さ
せ

て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
平
成
29

年
に
地
域
青
年
層
及
び
農
商
工
水
産
団

体
の
交
流
に
よ
り
、「
青
年
部
連
携
地

域
活
性
化
実
行
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
各
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
に

連
携
参
加
す
る
な
ど
、
力
強
く
、
頼
も

し
く
感
じ
て
い
る
。
各
種
団
体
等
、
若

い
世
代
と
の
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
若
者
の
自
発
的
な
活
動
を
尊
重
し
、

参
加
要
請
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加
し
、

若
い
世
代
の
生
の
声
を
聞
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
２
点
目
の
若
い
世
代
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

懇
談
・
交
流
の
場
に
お
け
る
若
い
世
代

の
生
の
声
を
積
極
的
に
聞
き
、
そ
の
声

を
各
種
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
最

も
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

３  

月   

定  

例  

会 

　 「  

一  

般  

質  

問  

」
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Ⅰ
　
補
助
金
等
交
付
規
則
制
定

Ｑ【
寺
崎
議
員
】　
当
町
で
は
、
産
業
関

係
団
体
、
そ
の
他
町
長
の
必
要
と
認
め

る
者
で
産
業
及
び
地
域
の
振
興
を
図
る

た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
補
助
金
を

交
付
す
る
と
い
う
振
興
補
助
規
則
で
補

助
金
の
交
付
申
請
手
続
、
補
助
金
交
付

決
定
の
形
式
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
遠
別
町
振
興
補
助
規
則
は
、
第
一

次
産
業
を
中
心
に
産
業
振
興
に
限
る
条

例
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
町
独
自

の
補
助
金
の
交
付
申
請
、
決
定
に
関
す

る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
補
助

金
が
町
税
そ
の
他
の
貴
重
な
財
源
で
賄

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、
条
例
の

定
め
及
び
補
助
金
の
交
付
目
的
に
沿
っ

て
誠
実
に
補
助
事
業
を
遂
行
し
、
公
正

か
つ
効
率
的
な
執
行
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
た
め
制
定
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
規
則
制
定
の
取
り
組

み
を
強
く
要
望
し
、
町
長
の
見
解
を
伺

う
。

Ａ【
笹
川
町
長
】　
現
在
の
振
興
補
助
規

則
は
、
第
一
次
産
業
を
主
な
対
象
と
し

た
補
助
規
則
と
な
っ
て
お
り
、
商
工
業

等
の
第
二
・
第
三
次
産
業
も
補
助
対
象

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
振

興
補
助
規
則
の
他
に
生
活
環
境
や
会
館

等
の
整
備
に
対
し
補
助
す
る
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
規
則
」、
快
適

で
良
好
な
住
環
境
整
備
促
進
を
図
る
た

め
の
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
交
付

要
綱
」、
起
業
に
向
け
た
取
り
組
み
の

支
援
で
あ
る
「
起
業
化
支
援
事
業
補
助

金
交
付
要
綱
」、
防
災
活
動
を
行
う
上

で
の
必
要
な
経
費
に
対
し
て
交
付
す
る

「
自
主
防
災
組
織
運
営
交
付
金
交
付
要

綱
」
な
ど
、
住
民
や
町
内
会
等
、
幅
広

い
分
野
に
対
し
て
も
支
援
す
る
た
め
、

独
自
の
規
則
や
要
綱
を
制
定
し
、
多
様

な
要
望
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
特
色

あ
る
事
業
に
つ
い
て
は
個
々
に
規
則
や

要
綱
を
制
定
し
な
が
ら
、
特
定
の
業
種

だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
視

野
に
入
れ
、
公
正
か
つ
効
率
的
に
実
施

し
、
そ
れ
以
外
の
事
業
に
対
し
て
は
、

現
行
の
振
興
補
助
規
則
を
基
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

Ⅱ
　
補
助
金
等交付

基
準
の
策
定

Ｑ【
寺
崎
議
員
】　
町
行
政
の
推
進
上
、

奨
励
す
べ
き
事
務
又
は
事
業
を
補
助
対

象
事
業
と
す
る
場
合
、
一
補
助
対
象
事

業
当
た
り
の
補
助
率
を
定
め
る
必
要
が

生
じ
て
く
る
が
、
現
状
で
は
各
課
が
統

一
性
の
な
い
状
況
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

遠
別
町
が
交
付
す
る
補
助
金
の
効
率

的
・
効
果
的
な
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、

補
助
事
業
者
に
対
し
て
も
、
補
助
金
の

交
付
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
公
平
性
、
公
正
性
、
透
明
性
を
確

保
し
、
よ
り
適
切
な
補
助
金
の
交
付
及

び
執
行
を
図
る
た
め
、
策
定
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
策
定
に
あ
た
っ
て
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

Ａ【
笹
川
町
長
】　
本
町
の
補
助
金
等
に

つ
い
て
は
、
個
々
の
補
助
金
交
付
要
綱

に
お
い
て
、
事
務
手
続
き
及
び
補
助
の

対
象
と
な
る
事
業
内
容
、
団
体
・
事
業

者
等
を
規
定
し
て
い
る
が
、
補
助
金
等

の
交
付
に
関
す
る
統
一
的
か
つ
明
確
な

基
準
と
な
る
も
の
が
な
い
た
め
、
補
助

対
象
経
費
等
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
補
助
等
の
長
期

化
に
よ
る
既
得
権
化
の
傾
向
が
あ
る
こ

と
、
交
付
の
判
断
基
準
が
ま
ち
ま
ち
で

あ
る
こ
と
や
、
具
体
的
な
効
果
が
見
え

に
く
い
も
の
な
ど
が
あ
る
こ
と
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

町
行
政
の
代
替
的
又
は
補
完
的
性
質
の

強
い
事
務
・
事
業
及
び
町
行
政
に
密
接

な
関
係
を
有
す
る
事
務
・
事
業
へ
の
補

助
率
の
統
一
化
・
事
業
者
の
仕
分
け
等

は
庁
内
組
織
の
横
断
的
な
協
議
が
必
要

で
あ
る
こ
と
や
、
対
象
と
な
る
団
体
等

の
意
見
集
約
が
必
要
で
あ
り
、
あ
る
程

度
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。
将

来
的
に
は
補
助
金
等
交
付
基
準
の
策
定

は
必
要
と
思
う
が
、
現
在
の
補
助
金
等

交
付
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
な

が
ら
、
効
果
的
・
効
率
的
な
運
用
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
考
え

て
い
る
が
、
他
自
治
体
の
交
付
基
準
に

対
す
る
取
り
組
み
・
策
定
状
況
を
調
査

研
究
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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平
成
30
年
度 

遠
別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
平
成
30
年
第
１
回
議
会
定
例
会
で
一
般
会

計
外
６
件
の
予
算
審
査
を
遠
別
町
各
会
計
予

算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
３
月
９
日
・

13
日
の
２
日
間
で
審
議
が
行
わ
れ
た
。
委
員

長
に
は
千
葉
光
悦
議
員
、
副
委
員
長
に
は
柏

谷
美
春
議
員
が
選
任
さ
れ
、
提
案
の
あ
っ
た

全
て
の
予
算
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

（
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
付
帯
意
見
有
り
）

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

一
　般
　会
　計

　
　﹇
総
務
費
﹈

Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

自
主
事
業
と
し
て

【
中
村
委
員
】

Ｑ
　
地
域
活
性
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
事

業
の
見
直
し
と
い
う
こ
と
で
「
高
齢
者
の
日

常
生
活
に
関
す
る
支
援
」、「
町
内
会
等
へ
の

支
援
」
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
理
由
は
？

【
橋
本
総
務
課
長
】

Ａ
　
平
成
30
年
度
に
つ
い
て
は
高
齢
者
の
見

守
り
の
件
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
、

業
務
委
託
か
ら
外
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
自
主
事
業
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
の
中
で
継
続
し
て
い
く
。

事
業
検
証
し
、
平
成
31
年
度
か
ら

【
柏
谷
委
員
】

Ｑ
　
平
成
29
年
度
に
予
算
計
上
さ
れ
て
い
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業

が
平
成
30
年
度
に
削
除
さ
れ
た
理
由
は
？

【
橋
本
総
務
課
長
】

Ａ
　
平
成
29
年
度
は
社
会
教
育
事
業
に
特
化

し
た
試
行
と
い
う
こ
と
で
事
業
を
展
開
し
た

が
、
検
証
の
結
果
、
利
用
者
の
声
と
し
て
「
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
等
に
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
た
の
で
良
い
」、「
社
会
参
加
活
動
の
促
進

に
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
」
な
ど
賛
否
両
論
の

声
が
あ
り
、
内
部
で
検
証
・
協
議
し
た
結
果
、

今
年
１
年
を
か
け
て
、
再
度
制
度
設
計
を
行
い
、

平
成
31
年
度
予
算
計
上
に
向
け
て
い
く
。

遠
別
農
業
高
校
へ
の
関
心
は
高
い

【
小
森
委
員
】

Ｑ
　
遠
別
農
業
高
等
学
校
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業
を
行
っ
て
か
ら
遠
別
農
業
高

校
の
評
価
も
上
が
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

予
算
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
よ
り
増
額
さ

れ
た
理
由
は
？

【
橋
本
総
務
課
長
】

Ａ
　
主
な
増
額
要
因
と
し
て
、「
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
広
告
・Ｐ
Ｒ
」
を
充
実
さ
せ
る
費
用
と
、

「
高
校
生
の
Ｐ
Ｒ
活
動
費
用
」
と
し
て
、
札
幌

で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
生
徒
を
派
遣
す

る
費
用
を
計
上
し
た
。

　
　﹇
民
生
費
﹈

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の今

後
の
活
用
は
？

【
寺
崎
委
員
】

Ｑ
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
多
世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
開
館
に
よ
る
、
閉
鎖
後
の
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
利
用
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

【
佐
藤
福
祉
課
長
】

Ａ
　
建
物
自
体
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、

十
分
建
物
と
し
て
は
使
え
る
と
思
う
。
た
だ
、

配
管
関
係
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

改
修
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
使
用
に

つ
い
て
は
今
年
度
、
内
部
で
協
議
を
進
め
る
。

敬
老
会
の
内
容
の
検
討
を

【
山
本
委
員
】

Ｑ
　
敬
老
会
の
余
興
の
内
容
は
歌
を
聴
く
と

い
う
の
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
年
に
１
度
、

高
齢
者
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
で
あ
る
の
で
、

会
話
も
楽
し
み
た
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
内

容
を
再
度
検
討
し
て
は
？

【
笹
川
町
長
】

Ａ
　
回
数
を
重
ね
て
き
た
敬
老
会
に
つ
い
て
、

ど
う
い
っ
た
形
が
一
番
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
か
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　﹇
農
林
水
産
業
費
﹈

新
規
就
農
者
の
予
定
は
？

【
木
村
委
員
】

Ｑ
　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
に
お
け
る

新
規
就
農
者
の
予
定
と
し
て
５
年
間
で
３
名

の
計
画
を
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
予
定
と

農
業
経
営
の
指
導
の
方
法
は
。

【
原
田
経
済
課
長
】

Ａ
　
こ
の
事
業
の
対
象
者
は
３
名
で
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
１
名
、
平
成
28

年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
１
名
、
平
成
29

年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
１
名
と
な
っ
て

お
り
、
指
導
方
法
に
つ
い
て
は
農
業
経
営
者

か
ら
指
導
助
言
を
受
け
て
い
る
。

現
在
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
４
月
20
日
撮
影
）

次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く

議会からのたより
第34号
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議会からのたより
第34号

あとがき （山本　仁美）
　昨年１１月から降り続いた雪が根雪となり、街の中にはたくさんの雪が積み上げられ、排雪作業が追いつかず、
苦労された方も多かったと思います。１月、２月の猛吹雪では、数回、国道が通行止めとなり、地震や津波ば
かりではなく、こうした吹雪も大変な災害になることを思い知らされました。私達は天候の変化や、道路情報な
どしっかりと確認して行動することが必要だと思います。
　そのような中でも、確実に春は近づいております。そして、その季節の中で３月は卒業という１つの節目を迎
える若者達の新たな旅立ちに心からエールを送りたいものです。今年は元号が明治に改元されて１５０年、また、
北海道命名１５０年という節目の年であります。明治、大正、昭和、平成と歴史を繋いできましたが、いよい
よ来年４月３０日の天皇陛下の御退位をもって改元されます。私達議員も４年
任期の最後の１年となり、将来の遠別町を次の世代に繋いでいけるように町の
総合計画である、第６期遠別町総合計画に基づき、魅力あるまちづくりのため、
全議員で協議をしながら進んでいきます。これからも町民に親しまれ情報提供・
情報公開・説明責任の重要な役割を果たす有効な議会報となるよう努めて参り
ます。

議会報発行特別委員会
委 員 長　　中村　光年
副委員長　　小森　嘉孝
委　　員　　山本　仁美

　
　﹇
教
育
費
﹈

補
助
金
の
増
額
要
因
は
？

【
柏
谷
委
員
】

Ｑ
　
遠
別
町
民
大
学
運
営
委
員
会
事
業
補
助

金
、
遠
別
町
文
化
協
会
補
助
金
、
遠
別
町
ゆ

か
り
の
地
と
交
流
事
業
補
助
金
、
そ
れ
ぞ
れ

平
成
29
年
度
と
比
較
し
て
増
え
て
い
る
が
、

そ
の
要
因
は
？

【
柳
井
教
育
次
長
】

Ａ
　
遠
別
町
民
大
学
運
営
委
員
会
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
は
設
立
30
周
年
を
迎
え
、
記
念

式
典
を
開
催
す
る
た
め
の
増
額
、
遠
別
町
文

化
協
会
補
助
金
に
つ
い
て
は
設
立
50
年
で
記

念
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
増
額
、
遠
別
町

ゆ
か
り
の
地
と
交
流
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
は
遠
別
町
か
ら
福
井
県
越
前
市

に
訪
問
す
る
年
で
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
に
対
す
る
付
帯
意
見

　「
遠
別
町
・
天
塩
町
共
同
斎
場
建
設
事
業
に

お
い
て
は
、
天
塩
町
と
十
分
協
議
の
う
え
、

建
設
工
事
費
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

道
の
駅
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
運
営
に
最

善
を
期
さ
れ
た
い
。」

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

平
成
30
年
度
か
ら
北
海
道
で

【
寺
崎
委
員
】

Ｑ
　
保
険
給
付
費
で
葬
祭
費
に
つ
い
て
は
改

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
平
成
30
年
度

に
お
い
て
北
海
道
で
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
被
保
険
者
の
給
付
に
変
更
は
あ
る
か
？

【
佐
藤
福
祉
課
長
】

Ａ
　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
変
更
は
な
し
。

2 6 1 2

西 畑　広 男 4 4 4 10 10 10 14 14 100.0%

中 村　光 年 4 4 4 11 11 11 15 15 100.0%

山 本　仁 美 4 4 4 9 9 9 13 13 100.0%

柏 谷　美 春 4 4 4 10 10 10 14 14 100.0%

寺 崎　邦 昭 4 4 4 8 8 8 12 12 100.0%

木 村　秀 雄 4 4 4 8 8 8 12 12 100.0%

千 葉　光 悦 4 3 3 1 8 5 5 3 12 8 4 66.7%

大 石　幸 夫 4 4 4 8 8 8 12 12 100.0%

小 森　嘉 孝 4 4 4 11 10 1 11 15 15 100.0%

出

席

日

数

合

計

②

＋

④

⑥

欠

席

日

数

合

計

特別委員会

病

欠

議

会

改

革

欠席内容

慶

弔

開
催
日
数
合
計
①
＋
③

⑤

議員出席状況

　  区　分

議員名

開

催

日

数

①

出

席

日

数

計

②

出席内容

全

日

出

席

常任委員会等定 例 会 ・ 臨 時 会

総

務

産

業

文

教

厚

生

議

会

運

営

そ

の

他

合　　計

出席率
（％）
⑥／⑤

全

日

出

席

遅

刻

早

退

病

欠

そ

の

他

開

催

日

数

③

全
員
協

議

会

早

退

出席内容

議
会
報

発

行

予

算

審

査

欠席内容

慶

弔

遅

刻

出

席

計

④

        平成30年2月1日～平成30年4月30日
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